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研究の背景及び目的

水素社会の実現に向け，環境負荷の低い水素の製造法や水素の分離・濃縮技
術の開発が急務になっています。
本研究では水素に選択性を示す多孔体材料の開発を行い，直径約0.38×0.38 
nmの細孔を有するゼオライトが，高い水素同位体（H2，D2）分離係数を有
することを見いだしています（Fig. 2）。

■ おもな研究内容

期待される効果・応用分野

・分子サイズと細孔径の違いを利用するモレキュラーシーブ（分子ふるい）効果により，H2/C
H4やH2/CO2の分離などへの応用が可能と考えられます（Fig.3）。
・さらに，高表面積を利用する選択的な
CO2吸着・分離材料への応用が期待できると考えられます。
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